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（出典）日本火災学会：1995年兵庫県南部地震における
　　　　火災に関する調査報告書
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　　水や食料などの配分、
炊き出しなどの給食・
　給水活動

平常時の活動
◆地域内の防災環境の確認
　　各地域の避難所や避難経路の確認、一人暮らしの
高齢者世帯など救助を必要としている人がいないか
などを平常時から把握

◆防災訓練の実施
　　起こりうる災害を想定して訓練を行い、消火器の
使用方法やＡＥＤを使
った応急手当など、防
災活動に必要な知識や
技術を日頃から習得

自主防災組織に求められる活動 自主防災組織結成までの道のり

▲組織の結成と併せて
　作成する防災マップ
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可
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対
策
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検
討
〜

　

第
２
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ワ
ー
ク
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ョ
ッ
プ
で
作
っ
た
防
災
マ
ッ
プ
を
も
と

に
し
て
、
図
上
防
災
訓
練
を
行
い
ま
す
。

　

災
害
が
発
生
し
た
際
、
ど
の
よ
う
な
行
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を
と
れ
ば
良
い

か
、
日
頃
か
ら
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、
準
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て
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と
な
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つ
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。
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の
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、
災
害
対

策
設
備
や
危
険
箇
所
の
確
認
、
そ
の
地
区
の
特
徴
や
問
題
点

な
ど
に
つ
い
て
調
べ
ま
す
。

　

そ
の
結
果
を
図
面
に
記
入
し
て
、「
防
災
マ
ッ
プ
」
を
作

り
ま
す
。

住
民
が
統
率
の
と
れ
た
行
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が
で
き
る
よ
う
に
、
平
常
時

か
ら
、
地
域
で
防
災
訓
練
の
実
施
や
防
災
設
備
の
点
検
、

ま
た
定
期
的
な
防
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の
普
及
・
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発
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う
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で
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。
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３
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付
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付
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４
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３
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５
万
円
の
補
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を
交
付
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こ
と
と
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、
地
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で
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用
す
る
テ
ン
ト
や
発
電
機
の
整
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、
防
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グ
ッ
ズ
の
購
入
等
に
活
用
さ
れ
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ま
す
。
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。
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と
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が
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よ
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が
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の
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や
そ
の
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え
、
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策
の
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を
聞
き
、
防
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に
対
す
る
基
本
的
な
知
識
を
高
め

ま
す
。

　

そ
の
後
、
自
分
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ち
の
地
区
の
現
状
や
過
去
に
発
生
し
た

災
害
に
つ
い
て
話
し
合
い
を
行
い
ま
す
。

　

本
町
で
は
、
大
規
模
な
災
害
が
発
生
し
た
際
に
自
主
的
に
地
域
住
民
が
連
携
を
と
り
、
お
互
い
の
身
を
守
る

た
め
の
防
災
活
動
を
行
う
「
自
主
防
災
組
織
」
の
結
成
の
推
進
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

町
内
の
結
成
状
況
は
、
平
成
19
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度
に
成
松
地
区
で
結
成
し
た
の
を
皮
切
り
に
、
昨
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度
末
ま
で
に
町
内
12

地
区
で
結
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
年
度
は
、
残
り
の
７
地
区
す
べ
て
の
地
区
で
結
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に
向
け
た
取
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組
み
が
行

わ
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こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
現
在
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
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の
広
報
紙
で
は
、
組
織
結
成
ま
で
の
道
の
り
や
、
結
成
後
、
組
織
に
求
め
ら
れ
る
活
動
に
つ
い
て
ご
紹

介
し
ま
す
。
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岸本　省吾（高　円)
皆木　奈美（皆　木)

雇用促進
住宅

■問い合わせ先
　作州津山商工会奈義支所　136-3113
　役 場 産 業 振 興 課　136-4114

8月14日㈫ 午後5時30分から
奈義中央広場
（ウォーキングプール南側芝生広場）

と　き

ところ

　■主な内容
 　17:30　　フ ァ ン フ ァ ー レ　－開会宣言－
 　17:30　　ビ ン ゴ ゲ ー ム
　　　　　  （17:00からビンゴカードを配布。先着140名様に夜店専用の商品券を進呈）
 　18:00　　実行委員長あいさつ
 　18:05　　アトラクション ①　　～なのはなファミリー フラダンス・バンド～
 　19:00　　まつりの長あいさつ
 　19:05　　アトラクション ②　～Team  Berry's～
 　19:22　　アトラクション ③　～扇舞奈義支部～
 　19:30　　アトラクション ④　～奈義銭太鼓教室～
 　19:45　　アトラクション ⑤　～和太鼓演奏 歌舞鼓音座～
 　20:00　　アトラクション ⑥　～よさこいソーラン～
 　20:15　　総　　　踊　　　り　～奈義町音頭・横仙民謡～
 　20:30　　花 火 の 打 ち 上 げ
 　21:00　　終　　　　　　　了

　■夜　　店
　 会場周辺（芝生広場東）

　■駐車場
　 奈義中央広場南駐車場、雇用促進住宅駐車場、森林組合、文化センター、役場、
　 屋内ゲートボール場すぱーく奈義、ＪＡ勝英奈義支店、中学校 など

  打上花
火

1000発

「第31回奈義町
ふるさと夏まつ

り」

写真コンテスト
作品募集　

▶題材：第31回
奈義町ふるさと

夏まつりを被写
体と

したもの　▶応
募資格：町内に

在住（奈義町出
身者

を含む）又は勤
務されている方

（年齢不問)　▶
撮

影方式：500万
画素以上のデジ

タルカメラで撮
影さ

れたもの　▶サ
イズ：四つ切サ

イズ　▶応募方
法：

受付などは不要
。撮影した作品

を上記のサイズ
にプ

リントして実行
委員会へ郵送又

は持参　▶応募
締切

：平成24年8月
24日㈮必着　▶

賞：特選1点、佳
作

数点、入選数点
　▶賞品等：作

品を次回のチラ
シな

どに使用、賞品
を贈呈　▶発表

：優秀作品出展
者へ

通知するととも
に町広報紙・ホ

ームページ上で
発表

　応募先
〒708-1323　勝

田郡奈義町豊沢
439-1

作州津山商工会
 奈義支所

｢第31回奈義町ふ
るさと夏まつり写

真コンテスト」係

〈応募上の注意
〉

▶1人1点とし、
未発表の自作品

に限る　▶応募
作品等は

返却しない　▶
応募にかかる費

用は出展者の負
担とする

▶作品の裏に、
住所、氏名、年

齢、職業、連絡
先、テー

マを記入するこ
と　▶作品の版

権、著作権は当
実行委員

会ヘ帰属し、ま
た、奈義町､作州

津山商工会が作
成する印

刷物やホームペ
ージなどに使用

することについ
て、承諾

するものとする
　▶作品の肖像

権等で生じた諸
問題等

は、応募者の責
任で承諾、解決

をし、当委員会
は一切責任

を負わない

　このたび、平成25年度から５年間の新たな行
財政改革大綱と実施計画を策定するため、６月
27日、第１回奈義町行財政改革推進委員会を開
催し、15名の委員に委嘱書を交付しました。
　今後、本年度までの実施計画の取り組みの検
証を行い、小さいからこそできる「優しさと思
いやりのまちづくり」を基軸に、財政面での経
費節減と効率性とともに、行政サービスの質の
向上等を目的として、この行財政改革の計画策
定を進めていきます。

奈義町行財政改革推進委員会委員（敬称略)
▲第１回行財政改革推進委員会のようす

奈義町行財政改革

奈義町カレンダーフォトコンテスト実施中！
～あなたの撮影した写真が奈義町のカレンダーになるかも！～

　今年度、奈義町では、町民の皆さまに「我が町奈義町」を再発見していただき、本町の豊か
な地域資源を町外に発信するため「平成25年奈義町カレンダー」を作成します。
　そこで、現在、本町の観光名所やイベント、自然などの
地域資源を被写体とした写真を募集しています。

◆募集期間◆ 平成24年10月31日㈬まで
◆応募規定◆
・奈義町内で撮影されたカラー作品のみで、画像形
式はJPEG形式とします。

・応募は１人12点までとし、平成20年１月１日以降
に撮影した未発表の自作品に限ります。但し、応
募作品は返却しません。

・500万画素以上のデジタルカメラで撮影されたも
のに限ります｡（2,560×1,920ピクセル以上）

・合成写真など加工を施したものは受け付けません。
◆応募方法◆
　町ホームページから応募票をダウンロードし、記
入していただきまして、写真データを保存した
CD-R等のメディアと併せて、次の送付先へ郵送、
もしくは持参してください。(ホームページが見れ
ない環境の方は、応募票を郵送させていただきます
ので、お問い合わせください｡）

◆写真選考◆
・応募いただいた作品は厳選な審査を行い、１月か
ら12月までの各月特選１点及び入選数点を選出し
ます。特選に選ばれた方には、特産品詰め合わせ
セットとカレンダー20部を、入選に選ばれた方に
は、カレンダー10部を贈呈します。

・入賞作品の発表は、応募者へ通知するとともに、
町ホームページに掲載します。

◆問い合わせ・送付先◆
〒708-1392　岡山県勝田郡奈義町豊沢306番地１
奈義町役場 総務課　☎３６－４１１１

第31回奈義町ふるさと夏まつり

※交通規制のためウォーキングプールは16時で閉館します。
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まちの話題まちの話題

開催

▲なのはなファミリーによる木管アンサンブル演奏

♬

♬

♩

♩
♩

　様々な魅力を広く圏域内外にＰＲするため、地域に
お住いの皆さんから、自分の見つけたおすすめ情報を
｢君だけの美作国」として募集しています。
　応募いただいた情報は、選考後、観光案内アプリ
｢ＪＡＰＡＮＡｉＲＭａｐ」等で掲載し、観光情報の
発信とともに、圏域内の新たな魅力の発見や地域の皆
さんへの再認識、そして郷土愛の育成を図ります。
　ぜひ、皆さん応募してください。
●応募期間及び応募対象
・こどもの部
　期間：７月１日㈰～８月31日㈮
　対象：圏域内に在住の小学校５年生～中学校３年生

・大人の部
　期間：７月１日㈰～10月20日㈯
　対象：圏域内外に在住の高校生以上
●応募内容
　こどもの目線やその土地に慣れ親しんでいる人々か
ら見た地域の風景や食べ物、特産品などこだわりの
おすすめ情報。

●応募・問い合わせ先
　美作国建国1300年記念事業実行委員会
　｢君だけの美作国募集」係
　〒708-0052　津山市田町37-5
　☎0868-35-3434　info@mimasaka1300.org

　昨年度、国と県の補助金を活用して、奈義中央広場に新築
しました「屋外ステージ」のこけら落としかがり火公演を開
催します。夏の夕暮れをかがり火で演出し、横仙歌舞伎保存
会による歌舞伎や、歌舞鼓音座による和太鼓演奏など、夏の
夜にふさわしいイベントを行いますので、ご家族、ご近所お
誘い合わせのうえ、ご来場ください。

●日　　時　８月４日㈯　午後７時～午後９時
●場　　所　奈義中央広場 屋外ステージ
●内　　容　三番叟（子ども歌舞伎・歌舞鼓音座お囃子隊）
　　　　　　義経千本桜の段（子ども歌舞伎）
　　　　　　箏・尺八・ピアノの演奏（シャ・ピ・コ）
　　　　　　和太鼓演奏（歌舞鼓音座）

　７月19日、平成24年度岡山県自治会連合会定期総会に
おいて、荒内西地区長（前奈義町区長会長）岸本保正さ
んに岡山県自治会連合会から「特別功労感謝状」が贈呈
されました。
　これは、平
成22年４月か
ら２年間にわ
たり岡山県自
治会連合会の
副会長として
住民自治の発
展に寄与され
るとともに、
県自治会連合
会事業の達成
に貢献された
功績が認めら
れたものです。

●問い合わせ先　役場 総務課　☎36-4111

奈義中央広場屋外ステージ
｢こけら落とし」かがり火公演

●日　　時　８月26日㈰
　　　　　　・開場　午後２時30分　・講演  午後３時
●場　　所　奈義町文化センター
●講　　師　ノルディックスキー選手　新田佳浩氏
●入 場 料　無料

　2010年にバンクーバーパラリンピックで金メダルを
獲得された、岡山県西粟倉村出身の新田佳浩さんをお迎
えします。新田さんは３歳の時に祖父の運転していたコ
ンバインで左前腕を失い、障害を抱えながらも不屈の闘
志で数々の国際舞台で活躍され、スキー競技を通じて得
た体験談などをお話ししていただきます。

●問い合わせ先　奈義町文化センター　☎36-3034

平成24年度
奈義町
人権教育講演会
～祖父に捧げる金メダル～

　６月23日、岡山ドームで「第47回交通安全子ども自転車大
会岡山県大会」が開催され、奈義小学校６年生の児童６名が、
美作警察署管内の代表として参加しました。
　この大会は、競技を通じて交通安全についての興味と関心
を高めさせ、安全走行を習慣化することで、交通事故防止を
目指すものです。
　美作交通安全協会・美作警察署の方々の指導のもと、交差
点での曲り方や、停止の仕方など、自転車の正しい乗り方と
安全走行について運動場に描いたコースで練習を重ね、上位
入賞とはなりませんでしたが、児童たちは励まし合いながら
練習の成果を発揮しました。
　これから中学生となり、自転車に乗る機会が増える中、今
回学んだ事を生かして、交通事故に遭うことがないように願
っています。

　７月22日、文化センターで、第22回ファミリーコ
ンサート～青少年の心を育む音楽会～が開催されま
した。
　当日は、ピアノ・バイオリン・チェロによる三重
奏や、やまなみ混声合唱団によるコーラスのほか、
ゲスト出演された勝央町の「なのはなファミリー」
による木管アンサンブルの演奏が行われるなど、来
場された多くの聴衆が癒しの音楽に魅了されていま
した。

第22回ファミリーコンサート開催
～青少年の心を育む音楽会～

交通安全
子ども自転車
岡山県大会に出場しました

岡山県自治会連合会 特別功労感謝状
荒内西地区長 岸本保正さん

　７月21日、22日の２日間、毎年恒例となりました第
46回奈義町ＦＯＳ少年団連盟ジャンボリー大会が総合
運動公園で開催され、６団、約100名の団員が参加し
ました。
　初日は、団対抗の丸太切り競争を各団それぞれ協力
して争い、夕食は飯ごう炊飯でカレーを作りました。
夜はキャンプファイヤーと花火を行い、自分たちで組
み立てたテントに宿泊しました。
　２日目は、グラウンドゴルフやストラックアウト、
スナックゴルフやディスクゴルフなどのニュースポー
ツを行い、総合得点を争いました。
　大会当日は厳しい暑さとなりましたが、全員元気に過
ごすことが出来ました。２日間の団体行動や規律ある生
活を通して、仲間と協力して物事を成し遂げる難しさ

と達成感を感じ、普段の生活では出来ない貴重な体験が
出来たのではないでしょうか。本大会での経験や学んだ
ことが日々の生活に生かされることを期待しています。

第46回奈義町FOS少年団連盟ジャンボリー大会

君だけの美作国
　オススメスポットを募集中‼
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まちの話題まちの話題

開催

▲なのはなファミリーによる木管アンサンブル演奏

♬

♬

♩

♩
♩
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練習の成果を発揮しました。
　これから中学生となり、自転車に乗る機会が増える中、今
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した。
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運動公園で開催され、６団、約100名の団員が参加し
ました。
　初日は、団対抗の丸太切り競争を各団それぞれ協力
して争い、夕食は飯ごう炊飯でカレーを作りました。
夜はキャンプファイヤーと花火を行い、自分たちで組
み立てたテントに宿泊しました。
　２日目は、グラウンドゴルフやストラックアウト、
スナックゴルフやディスクゴルフなどのニュースポー
ツを行い、総合得点を争いました。
　大会当日は厳しい暑さとなりましたが、全員元気に過
ごすことが出来ました。２日間の団体行動や規律ある生
活を通して、仲間と協力して物事を成し遂げる難しさ

と達成感を感じ、普段の生活では出来ない貴重な体験が
出来たのではないでしょうか。本大会での経験や学んだ
ことが日々の生活に生かされることを期待しています。
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●問い合わせ先　奈義町現代美術館　☎36-5811  FAX36-5855　e-mail:nagimoca@town.nagi.okayama.jp

●期　間

　　9月1日(土)～9月23日(日)
　　午前９時30分～午後５時(入館は4時30分まで）
　　■休 館 日／月曜日、祝日の翌日

●場　所
　　奈義町現代美術館ギャラリー
●入館料：一般・大学生 200円
　　　　　（高校生以下・75歳以上は無料）
　　 ※但し、常設との共通の場合は通常料金700円で
　　 　ご覧頂けます。

中島  麦  展 wandering  ～色、時、旅、記憶の記録～

◎学芸員によるギャラリートーク（会期中随時）
　ご希望の方に学芸員が作品解説をします。
　（※学芸員不在の場合もありますのでご了承ください｡）

ARTIST×CAFE　Vol.38　    中島 麦（画家）
◇日　時　9月15日（土）　午後2時30分～4時
◇場　所　奈義町現代美術館 喫茶室
◇参加料　チケット制 300円（飲み物付／入館料含む）
※作家が参加者とお茶を飲みながら活動の様子や作品への思いを
　お話します。

■関連企画

★ワークショップ
『古川タクさんと作る
　　  パラパラマンガ』

山の駅 里山魚陶展

山の駅
湯郷ガラス展

那岐あぐり村
四季の学校
～稲刈り体験～

奈義町歴史講演会  巨木の森
～世界の森の研究を通じて知る地球環境～

　中島 麦（なかじまむぎ）さんは、旅の記憶と
日常の記録をモチーフにした絵画作品を制作する
大阪在住の画家です。色彩豊かでスピード感に溢
れる、優しさと爽やかさのある明るい絵画作品で
す。
　日常の中で、あるいは旅する中で、眼の前を通
り過ぎていったり、昔どこかで見たことがあった
り、心の中に浮かぶ風景であったり…。
　本展は、旅する気持ちで絵を描く中島さんのア
クリル絵具や水彩、色鉛筆、オイルパステル等を
併用させて描いた近作、新作を集めた作品展です。

●日　　時　8月26日㈰ 午後１時～４時
●場　　所　奈義町現代美術館
●内　　容　小さなメモ帳に思い思いの線や絵を何枚

も描きます。描いていくとパラパラマン
ガになり、つまりアニメーションの根源
である「絵が動く｣
ということになって
いきます。単純な驚
きを体験してみまし
ょう。

●参 加 費　500円（材料代）
　用意するもの：鉛筆、色鉛筆、マーカー、消しゴム
●対 象 者　小学４年以上
●参加人数　20名（定員になり次第締切）
●申込締切　８月13日㈪
●問い合わせ・申し込み先
　　　　　　奈義町現代美術館　☎36-5811

　那岐山麓山の駅では、｢里山魚
陶ギャラリー六清（りくせい)｣
代表 矢野清和さん（勝央町）に
よる作品展を開催します。会場
では、魚をモチーフにした迫力

満点の陶芸品が展示されるほか、杯や置き物の販売、
簡単に作ることができる体験講習もあります。
　夏休みの思い出に、ご家族ご友人でぜひお越しくだ
さい。

●日　　時　8月10日㈮ ～ 12日㈰
　　　　　　午前９時30分～午後５時(12日は４時まで)
●場　　所　那岐山麓山の駅 いろり家
●問い合わせ先　役場 産業振興課　☎36-4114
　　　　　　　　那岐山麓山の駅　☎36-8080

●日　　時　8月18日㈯ 午後２時～３時30分
●場　　所　奈義町文化センター
●講　　師　山本福壽 氏
●入 場 料　無料
　第３弾となるこの講演会では、現在、鳥取大学農学
部教授の山本福壽氏を講師としてお迎えし、世界中の
森での調査研究を通じて見える地球環境や天然記念物
の保護について講演いただきます。

●問い合わせ先　奈義町文化センター　☎36-3034

　那岐山麓山の駅では、湯郷を拠点に活動するガラス
工芸作家 岡本常秀さんらによる作品展を開催します。
会場では、色鮮やかなガラス細工が並び、作品の販売
も行われます。また、作州黒豆の豆殻の灰を混ぜ、薄
青色が特徴の作州湯郷ガラスの作品も目を楽しませて
くれます。手軽に作れるとんぼ玉づくりも体験できま
すので、ご家族ご友人でぜひお越しください。

●日　　時　9月2日㈰ 午前９時30分～午後５時
●場　　所　那岐山麓山の駅 いろり家
●問い合わせ先　役場 産業振興課　☎36-4114
　　　　　　　　那岐山麓山の駅　☎36-8080

　四季を通して、奈義の自
然や地元農家との交流を楽
しむ「四季の学校」の稲刈
り体験を開催します。
　５月に田植えをした稲が
実りの時期を迎えます。皆さんでおいしいお米を収穫
しましょう！
　アイスクリームの手作り体験も行います。

●日　　時　9月9日㈰ 午前10時～
●場　　所　那岐山麓山の駅南側圃場
●参 加 費　１世帯 4,000円（昼食代込）
　　　　※年間で申し込みをされている方は不要です。

●問い合わせ先　役場 産業振興課　☎36-4114

と　  と

参加者募集
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●問い合わせ先　奈義町現代美術館　☎36-5811  FAX36-5855　e-mail:nagimoca@town.nagi.okayama.jp

●期　間

　　9月1日(土)～9月23日(日)
　　午前９時30分～午後５時(入館は4時30分まで）
　　■休 館 日／月曜日、祝日の翌日

●場　所
　　奈義町現代美術館ギャラリー
●入館料：一般・大学生 200円
　　　　　（高校生以下・75歳以上は無料）
　　 ※但し、常設との共通の場合は通常料金700円で
　　 　ご覧頂けます。

中島  麦  展 wandering  ～色、時、旅、記憶の記録～

◎学芸員によるギャラリートーク（会期中随時）
　ご希望の方に学芸員が作品解説をします。
　（※学芸員不在の場合もありますのでご了承ください｡）

ARTIST×CAFE　Vol.38　    中島 麦（画家）
◇日　時　9月15日（土）　午後2時30分～4時
◇場　所　奈義町現代美術館 喫茶室
◇参加料　チケット制 300円（飲み物付／入館料含む）
※作家が参加者とお茶を飲みながら活動の様子や作品への思いを
　お話します。

■関連企画

★ワークショップ
『古川タクさんと作る
　　  パラパラマンガ』

山の駅 里山魚陶展

山の駅
湯郷ガラス展

那岐あぐり村
四季の学校
～稲刈り体験～

奈義町歴史講演会  巨木の森
～世界の森の研究を通じて知る地球環境～

　中島 麦（なかじまむぎ）さんは、旅の記憶と
日常の記録をモチーフにした絵画作品を制作する
大阪在住の画家です。色彩豊かでスピード感に溢
れる、優しさと爽やかさのある明るい絵画作品で
す。
　日常の中で、あるいは旅する中で、眼の前を通
り過ぎていったり、昔どこかで見たことがあった
り、心の中に浮かぶ風景であったり…。
　本展は、旅する気持ちで絵を描く中島さんのア
クリル絵具や水彩、色鉛筆、オイルパステル等を
併用させて描いた近作、新作を集めた作品展です。

●日　　時　8月26日㈰ 午後１時～４時
●場　　所　奈義町現代美術館
●内　　容　小さなメモ帳に思い思いの線や絵を何枚

も描きます。描いていくとパラパラマン
ガになり、つまりアニメーションの根源
である「絵が動く｣
ということになって
いきます。単純な驚
きを体験してみまし
ょう。

●参 加 費　500円（材料代）
　用意するもの：鉛筆、色鉛筆、マーカー、消しゴム
●対 象 者　小学４年以上
●参加人数　20名（定員になり次第締切）
●申込締切　８月13日㈪
●問い合わせ・申し込み先
　　　　　　奈義町現代美術館　☎36-5811

　那岐山麓山の駅では、｢里山魚
陶ギャラリー六清（りくせい)｣
代表 矢野清和さん（勝央町）に
よる作品展を開催します。会場
では、魚をモチーフにした迫力

満点の陶芸品が展示されるほか、杯や置き物の販売、
簡単に作ることができる体験講習もあります。
　夏休みの思い出に、ご家族ご友人でぜひお越しくだ
さい。

●日　　時　8月10日㈮ ～ 12日㈰
　　　　　　午前９時30分～午後５時(12日は４時まで)
●場　　所　那岐山麓山の駅 いろり家
●問い合わせ先　役場 産業振興課　☎36-4114
　　　　　　　　那岐山麓山の駅　☎36-8080

●日　　時　8月18日㈯ 午後２時～３時30分
●場　　所　奈義町文化センター
●講　　師　山本福壽 氏
●入 場 料　無料
　第３弾となるこの講演会では、現在、鳥取大学農学
部教授の山本福壽氏を講師としてお迎えし、世界中の
森での調査研究を通じて見える地球環境や天然記念物
の保護について講演いただきます。

●問い合わせ先　奈義町文化センター　☎36-3034

　那岐山麓山の駅では、湯郷を拠点に活動するガラス
工芸作家 岡本常秀さんらによる作品展を開催します。
会場では、色鮮やかなガラス細工が並び、作品の販売
も行われます。また、作州黒豆の豆殻の灰を混ぜ、薄
青色が特徴の作州湯郷ガラスの作品も目を楽しませて
くれます。手軽に作れるとんぼ玉づくりも体験できま
すので、ご家族ご友人でぜひお越しください。

●日　　時　9月2日㈰ 午前９時30分～午後５時
●場　　所　那岐山麓山の駅 いろり家
●問い合わせ先　役場 産業振興課　☎36-4114
　　　　　　　　那岐山麓山の駅　☎36-8080

　四季を通して、奈義の自
然や地元農家との交流を楽
しむ「四季の学校」の稲刈
り体験を開催します。
　５月に田植えをした稲が
実りの時期を迎えます。皆さんでおいしいお米を収穫
しましょう！
　アイスクリームの手作り体験も行います。

●日　　時　9月9日㈰ 午前10時～
●場　　所　那岐山麓山の駅南側圃場
●参 加 費　１世帯 4,000円（昼食代込）
　　　　※年間で申し込みをされている方は不要です。

●問い合わせ先　役場 産業振興課　☎36-4114

と　  と

参加者募集
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小　学　校

奈義保育園

●問い合わせ先　保健相談センター    ☎36－6700

旬を食べ
る

旬を食べ
る

～地産地消のすすめ～
小　学　校

奈義保育園

国民年金保険料を
納めましょう

　国民年金保険料の納め
忘れはありませんか。
　平成24年度の国民年金
保険料額は、14,980円
／月です。納めた国民年
金保険料は「社会保険料
控除｣として全額控除の
対象となり、税金の負担
が軽減されます。
　まだ納付がお済みでない方は、至急お近くの金
融機関またはコンビニエンスストア等で納付して
ください。
　また、クレジットカードによる納付やインター
ネット等を利用しての納付、そして便利でお得な
口座振替もあります。
　保険料は、納付期限（翌月末日）までに納めま
しょう。
●問い合わせ先
　役場 税務住民課　☎36-4112
　津山年金事務所 国民年金課　☎31-2363

…… にんじん・たまね
　　 ぎはみじん切りに
　　 する。

……すじをとり、ゆでる

●日　　時　９月６日㈭ ～ 11月22日㈭の毎週木曜日
　　　　　　午後７時 ～午後８時30分
●場　　所　ウォーキングプール
●対 象 者　対象者となる方は奈義町在住の25～55歳の女性の方

●定　　員　20名　(定員になり次第締め切らせていただきます)

●申し込み　参加ご希望の方は、保健相談センターへお申し込みください。

●そ の 他　プール使用料は各自負担となります。
　　　　 　（１回分 200円・回数券11枚 2,000円・年間使用料 12,000円）
　　　　　　水着、水泳用帽子、タオルは各自で準備してください。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※都合により日程等を変更する場合がありますがご了承ください。

「おなかまわりが気になるわ…｡」「最近体重が増えたみたい…｡」
そんな思いを解消したい方を対象とした水中運動教室を次のとおり開催します。
水中ウォーキングや家でもできる簡単な筋力運動を行いますので、是非ご参加ください。

～シェイプアップ教室のご案内～

水中で楽しく体を動かしませんか？

★さやいんげんのつくね巻き（４人分）
　・さやいんげん……………12本
　　・鶏ひき肉……………  200ｇ
　　・にんじん……………… 20ｇ
　　・たまねぎ……………… 20ｇ
　　・生姜のすりおろし……1かけ
　　・酒・しょうゆ……各小さじ2
　　・塩・コショウ………… 少々
　　・しその葉……………… ８枚
　・小麦粉・ごま油………… 適量

（1）いんげんは全体に小麦粉を軽くまぶす。
（2）ボールにＡを合わせ、よく混ぜる。
（3）いんげん３本ずつに②をはりつけ、両端２㎝ほどを

残して、表面を滑らかにする。
（4）フライパンにごま油を熱し、③を並べる。焼き色が

ついたら返し、ふたをして弱火で５分ほど焼く。
（5）盛り付ける。
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　６月７日～８日、６年生が広島市へ修学旅行に行きました。児童の作文と
川柳で振り返ります。
(新幹線）新幹線に乗るのは初めてでした。時々耳が痛くなりました。進む

のが速くて乗っているのが短く感じられました。
(平和セレモニー）平和の誓いから始まり、折り鶴を捧げ、最後に歌を歌い

ました。語り部の方の話の中で、改めて戦争の恐ろしさを知りました。
　○平和セレモニー　平和の願い　届けれた
　○原子爆弾の　恐ろしさを教えてくれた　原爆ドーム
(夜の買い物）母さんに頼まれたもみじまんじゅうを探し求めて、友達と楽

しく話しながら店を回りました。
　○おいしいな　みんなに人気　もみじまんじゅう
(厳島神社見学）最悪の雨の中、明るくとても綺麗な朱

色で目立つ厳島神社。一日目にフェリーに乗る前から
見えてびっくりしました。
　○大鳥居　千年前から　建っていた
　○平清盛が　通った　大鳥居
(宮島水族館）｢宮島の干潟」を見ました。ここは、厳島

神社大鳥居の周辺を再現した水槽です。本当の海のよ
うでした。
　○アシカショー　リズムに合わせてスーイスイ
(お好み村）お好み焼きができるまで、私は（プロの技はすごいなあ）と思いながら見ていました。
　○とってもおいしかった　お好み焼き

　７月６日、日頃お世話になっている山彩村の皆さんを
お招きして、七夕会を開催しました。この日に向けて園
児達は、七夕飾りを笹に飾ったり、小麦粉で作ったお団
子や野菜の馬や牛をお供えして、気分を盛り上げていき
ました。
　当日は山彩村の方に、丹精込めて作られた野菜を持参
していただき、野菜のお話をしていただきました。園
児達は、毎日給食で食べている野菜のお話に目を輝かせ
て聞き入っていました。また、お家の方と一緒に野菜に
触れたり匂いを嗅いだりしながら『大きなピーマンだ
ね。』『おうちでも、野菜をしっかり食べよう！』など、
微笑ましい会話が聞かれました。
　今後も、地域の方々のご協力をいただきながら、安全
で安心な奈義町産の野菜を給食に多く取り入れていくと
ともに、子ども達が地域の方と触れ合う機会を大切にし
ながら、継続した交流を進めていきたいと考えています。
世代から世代へと受け継がれてきた伝統行事も、現在で
は少しずつ姿を消しつつありますが、今だからこそ大切
に子ども達の心に残るように伝えていきたいと思ってい
ます。子ども達の可愛い願い事が叶いますよう、そして
これからも、子ども達の健やかな成長を願っています。
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2012.８月号2012.８月号

こんなに大きくなりました　   歳で～す

平成23年７月生まれ

10：30～11：0030日㈭

10：00～12：00７日㈫
10：00～12：00９日㈭
10：00～11：3017日㈮

10：00～12：0020日㈪

10：00～12：0022日㈬
10：00～12：0028日㈫

なぎ

チャイ
ルドホ

ーム

つどい
の広場

「ちゅ
くしん

ぼ」

やまびこ荘利用者との交流
０・１歳児あつまれ!
お外であそぼ!（2・3歳児の親子の時間です)
おないどし きんちゃい!（就園前の親子の集
まりです)
三世代交流会（どなたでも参加自由です）
育児相談日
音遊び
ぴかぴかDay

ちいちゃい命ふれあい体験（小学５・６年生
と乳幼児親子のふれあい時間です）

9：30～11：3031日㈮

10：00～12：00８月１日㈬

13：00～13：30

23日㈭
13：15～13：45
9：30～10：00

８月22日㈬
フッ素塗布 乳歯が4本以上生えた乳児～小学校入学前までの希望者
よちよち広場 生後３か月～生後１歳６か月の乳幼児

３歳６か月児健康診査 平成20年12月１日～平成21年２月28日生まれの幼児

　～図書館からのお知らせ～

【注意】８月13日㈪～15日㈬はお休みします。

なぎチャイルドホーム

受付時間月　日 行　　　事 対　　　象　　　者

保健相談
センター

場　所

毎週月～金曜日
時　　間
10：00～15：00

場　　　所
なぎチャイルドホーム

対 象 者 ・ 内 容
乳幼児と保護者の情報交換と交流

月 日

※主に小学生以下のお子様と妊婦
　を対象とした行事を紹介します

10：00～15：00 なぎチャイルドホーム 幼・小・中学生をはじめ、地域の皆さんもい
つでも遊びにおいでください｡

毎週
月～金曜日

時　　間 場　　　所 対 象 者 ・ 内 容月 日

◎問い合わせ先　奈義町保健相談センター ☎36-6700

◎問い合わせ先　なぎチャイルドホーム ☎36-8241なぎ昔話語りの会
なつの公演のご案内

 今回は、蒸し暑い夏の夜にぞ～っと涼しい気分になれる
怪談を用意して、皆様のご来場をお待ちしております。
 子どもからお年寄りまで、世代を越えて楽しめる、豊か
で味わい深い昔話のひとときをお楽しみください。

●日　時　８月25日（土）
　　　　　午後７時から（約１時間）

●場　所　奈義町文化センター 

●公　演　なぎ昔話語りの会

●演　目(予定)　葬られた秘密／見てはいけない箱の中／
　　　　　母恋し（奈義町の伝説） 他

●問い合わせ先　奈義町立図書館　☎36-5811

53

（
民
間
信
仰
）

８月２５日（土） 午後７時から
奈義町文化センターにて　　　　　入場無料

七 

月　

短 

歌 

会

な
ぎ
文
芸

（
提
出
順
）

草
叢
に
小
花
を
つ
け
ゐ
る
蕺
草
を
薬

草
と
な
し
て
夏
を
過
さ
む

　
　
　
　
　
　
　
　

小
林　
　

園

朝
刊
を
懐
よ
り
だ
し
遅
れ
し
を
詫
び

る
男
よ
小
雨
の
中
を

　
　
　
　
　
　
　
　

浅
野　

啓
子

き
さ
ら
ぎ
の
月
皓
こ
う
と
光
り
い
て

来
る
日
の
無
事
を
祈
る
が
如
し

　
　
　
　
　
　
　
　

安
藤
智
恵
子

出
勤
の
途
中
で
度
た
び
立
ち
止
ま
り

金
環
食
と
な
り
ゆ
く
を
見
あ
ぐ

　
　
　
　
　
　
　
　

福
永
喜
和
子

名
乗
ら
ぬ
に
幼
は
我
が
名
を
告
げ
く

れ
て
受
話
機
に
か
か
る
吐
息
愛
し
も

　
　
　
　
　
　
　
　

平
賀　

朱
巳

今
春
も
手
入
れ
お
く
れ
の
屋
敷
う
ち

う
ど
な
の
花
の
こ
こ
ち
よ
げ
な
り

　
　
　
　
　
　
　
　

内
藤　

早
苗

五
月
月
庭
の
新
芽
は
出
そ
ろ
ひ
て
緑

深
々
と
美
し
か
り
け
り

　
　
　
　
　
　
　
　

芦
田　
　

滿

咲
き
初
め
し
卯
の
花
一
枝
賜
り
て
花

瓶
に
挿
せ
ば
暑
き
日
近
づ
く

　
　
　
　
　
　
　
　

森　

能
理
子

　

  

講
師  　

関
内 　

惇 

先
生

体
重
を
か
け
て
引
つ
ぱ
る
草
に
し
て

吾
が
手
に
お
へ
ぬ
を
雲
が
見
て
を
り

　
　
　
　
　
　
　
　

有
元　

文
子

幾
世
続
く
女
の
技
か
干
し
梅
を
甕
に

収
め
ぬ
姑
憶
ひ
つ
つ

　
　
　
　
　
　
　
　

浅
野
三
喜
枝

早
ば
や
と
番
の
燕
が
飛
ん
で
来
て
巣

づ
く
り
始
め
ぬ
土
や
ら
わ
ら
に
て

　
　
　
　
　
　
　
　

小
童
谷
賢
子

東
の
空
に
刻
々
移
り
ゆ
く
金
環
食
の

神
秘
さ
に
酔
ふ

　
　
　
　
　
　
　
　

多
賀
桐　

宗

夫
逝
き
て
耐
へ
し
八
年
の
歳
月
は
斯

く
も
強
靭
な
る
心
を
育
て
つ

　
　
　
　
　
　
　
　

高
取　

尚
子

戸
の
ガ
ラ
ス
を
小
さ
く
開
け
て
待
ち

を
り
し
燕
は
古
巣
の
修
理
は
や
為
す

　
　
　
　
　
　
　
　

森
安　

千
鶴

真
向
か
へ
る
那
岐
の
御
山
に
息
を
溜

め
菜
の
花
の
香
に
染
み
て
吾
が
立
つ

　
　
　
　
　
　
　
　

赤
堀　

敦
子

12



2012.８月号2012.８月号

こんなに大きくなりました　   歳で～す

平成23年７月生まれ

10：30～11：0030日㈭

10：00～12：00７日㈫
10：00～12：00９日㈭
10：00～11：3017日㈮

10：00～12：0020日㈪

10：00～12：0022日㈬
10：00～12：0028日㈫

なぎ

チャイ
ルドホ

ーム

つどい
の広場

「ちゅ
くしん

ぼ」

やまびこ荘利用者との交流
０・１歳児あつまれ!
お外であそぼ!（2・3歳児の親子の時間です)
おないどし きんちゃい!（就園前の親子の集
まりです)
三世代交流会（どなたでも参加自由です）
育児相談日
音遊び
ぴかぴかDay

ちいちゃい命ふれあい体験（小学５・６年生
と乳幼児親子のふれあい時間です）

9：30～11：3031日㈮

10：00～12：00８月１日㈬

13：00～13：30

23日㈭
13：15～13：45
9：30～10：00

８月22日㈬
フッ素塗布 乳歯が4本以上生えた乳児～小学校入学前までの希望者
よちよち広場 生後３か月～生後１歳６か月の乳幼児

３歳６か月児健康診査 平成20年12月１日～平成21年２月28日生まれの幼児

　～図書館からのお知らせ～

【注意】８月13日㈪～15日㈬はお休みします。

なぎチャイルドホーム

受付時間月　日 行　　　事 対　　　象　　　者

保健相談
センター

場　所

毎週月～金曜日
時　　間
10：00～15：00

場　　　所
なぎチャイルドホーム

対 象 者 ・ 内 容
乳幼児と保護者の情報交換と交流

月 日

※主に小学生以下のお子様と妊婦
　を対象とした行事を紹介します

10：00～15：00 なぎチャイルドホーム 幼・小・中学生をはじめ、地域の皆さんもい
つでも遊びにおいでください｡

毎週
月～金曜日

時　　間 場　　　所 対 象 者 ・ 内 容月 日

◎問い合わせ先　奈義町保健相談センター ☎36-6700

◎問い合わせ先　なぎチャイルドホーム ☎36-8241なぎ昔話語りの会
なつの公演のご案内

 今回は、蒸し暑い夏の夜にぞ～っと涼しい気分になれる
怪談を用意して、皆様のご来場をお待ちしております。
 子どもからお年寄りまで、世代を越えて楽しめる、豊か
で味わい深い昔話のひとときをお楽しみください。

●日　時　８月25日（土）
　　　　　午後７時から（約１時間）

●場　所　奈義町文化センター 

●公　演　なぎ昔話語りの会

●演　目(予定)　葬られた秘密／見てはいけない箱の中／
　　　　　母恋し（奈義町の伝説） 他

●問い合わせ先　奈義町立図書館　☎36-5811

53

（
民
間
信
仰
）

８月２５日（土） 午後７時から
奈義町文化センターにて　　　　　入場無料

待
ち
か
ね
て
仏
間
に
通
す
青
田
風

　
　
　
　
　
　
　

上
原　

民
子

い
つ
し
か
に
襖
の
軋
む
梅
雨
湿
り

　
　
　
　
　
　
　

上
原
�
じ
江

渡
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
か
毛
虫
横
断
す

　
　
　
　
　
　
　

廣
友
美
枝
子

天
近
き
落
人
の
里
青
芒

　
　
　
　
　
　
　

有
元　

文
子

籠
に
入
れ
蛍
一
心
に
点
滅
す

　
　
　
　
　
　
　

浅
野
三
喜
枝

ほ
う
た
る
の
一
つ
が
闇
を
踏
み
外

す　
　
　
　
　
　

髙
村　

令
子

た
っ
ぷ
り
の
水
に
背
伸
び
の
早
苗

か
な　
　
　
　
　

内
藤　
　

恵

往
き
来
な
き
古
道
の
端
の
蛍
か
な

　
　
　
　
　
　
　

関
場
た
き
江

山
波
の
色
に
追
ひ
つ
く
青
田
か
な

　
　
　
　
　
　
　

黒
田　

晋
平

俳 

句 

会

七 

月

▲ 定
さだもり

森　　仁
じん

 くん
７・５ 生まれ（柿)

父・秀人さん　母・幸代さん
★たくさん食べて、いっぱい遊

んで、元気に育ってネ。

▲ 石
いしどう

堂　麻
ま な

奈 ちゃん
７・７ 生まれ（滝本)

父・宏志さん　母・麻美さん
★いつも笑顔の麻奈ちゃん、元

気に大きくなってね。

▲ 奥
おく

　　愛
あ い か

花 ちゃん
７・21 生まれ（広岡)

父・栄治さん　母・実奈さん
★笑顔が素敵な愛ちゃん♡お姉

ちゃんと仲良くね☆！

▲ 山
やまぐち

口　穂
ほ の か

華 ちゃん
７・８ 生まれ（高円)

父・智司さん　母・友理子さん
★みんな、穂華の笑顔にメロメ

ロです♡

▲ 定
さだもり

森　爽
さ や か

夏 ちゃん
７・24 生まれ（柿)

父・淳さん　母・幸子さん
★祝１歳！お姉ちゃんと仲良く

大きくなあれ♡

久
常
の
六
体
地
蔵
尊

　

穴
谷
橋
の
東
、
新
旧
道
の
交
わ
る

所
に
祀
ら
れ
て
い
ま
す
。
旧
道
の
頃

は
必
ず
目
に
付
い
て
い
ま
し
た
が
、

新
道
に
な
っ
て
か
ら
は
気
付
か
ず
に

通
る
人
が
多
い
様
で
す
。

　

死
者
が
極
楽
浄
土
へ
無
事
に
行
き

着
け
る
様
に
と
祀
ら
れ
て
い
ま
す
。
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●９月号は８月10日㈮が締め切りです。
　また、町・広報委員会に対するご意見・ご提案を
　募集しています。

2012.８月号2012.８月号

火　　　災　　　出　　　動
奈 義 町 内 津山圏域内

救　　　急　　　出　　　動
奈 義 町 内 津山圏域内

６

月

累
　

計

0

件

1

件

６

月

累
　

計

1

件

35

件

建　物
林　野
その他

0件
0件
0件

建　物
林　野
その他

1件
0件
0件

建　物
林　野
その他

0件
0件
1件

建　物
林　野
その他

27件
2件
6件

６月
累計

件　　数 搬送人員
18件

113件
19人

105人

件　　数 搬送人員
548件

3,410件
497人

3,147人

津山圏域消防組合

※ 電話で必ずご確認ください。

平成24年６月30日現在

６月11日 ～ ７月10日受付
（敬称略）

６月21日 ～ ７月20日受付
（敬称略）

ご誕生おめでとうございます

ご結婚おめでとうございます

死亡おくやみ申し上げます

各課直通ダイヤル
ご用の課へ直接電話してください

休　日　当　番　医

△

高　円　・　山　本　眞三基　くん
　　　　　　　　　　　（孝志・美和）

小　坂　・　寺　坂　香　凛　ちゃん
　　　　　　　　　　　（和也・恵美）

滝　本　・　河　合　俐　果　ちゃん
　　　　　　　　　　　（昇・周子）

高　円　・　中　上　陽　　　ちゃん
　　　　　　　　　　　（裕章・弥生）

行　方　・　野　林　望　未　ちゃん
　　　　　　　　　　　（雅史・沙紀）

建設上下水道課
土木建設係
上下水道係

出 納 室

総 務 課

議会事務局

海洋センター

税務住民課

演習場対策室

健康福祉課

ビ カ リ ア
ミュージアム
那 岐 山 麓
山 の 駅

教育総務課

美 術 館
図 書 館

文化センター

観光案内所

ウォーキングプール

地域包括支援
セ ン タ ー 36-4119

産 業 振興課

（平成24年７月１日現在）

2,383世帯

6,231

人
人

男
女

人
（先月比較 －31） 

3,052
3,179

意見・提案
「サークル紹介」

募  集

宮　内　・　藤　原　宏　充（兵庫県）
　　　　　　　　　　真　美

高　円　・　爲　季　寿　男
　　　　　　　　　　幸　季（岡山市）

　柿　　・　定　森　久美子（19歳）
高　円　・　延　原　忠　一（86歳)
滝　本　・　高　村　幾　子（84歳）
豊　沢　・　森　藤　美惠子（75歳）
小　坂　・　小　坂　高　美（88歳）
上町川　・　赤　座　鉄　州（86歳）
滝　本　・　吉　元　淑　郎（77歳）

　香典返しとして
高　円・岡　本　　　壽（亡子・英生）
荒内西・井　戸　美　治（亡父・三郎）
広　岡・鈴　木　正　義（亡母・一枝子）
広　岡・願　念　一　雄（亡祖母・愛子）
　柿　・定　森　徹　治（亡子・久美子）
成　松・豊　岡　正　憲（亡父・綾雄）

　社会福祉のために
西　原・野々上　三喜夫

8

８月
５日

12日 太 平 台 医 院
勝央町　☎38 -5775

小 林 医 院
勝央町　☎38 -2008

19日

さ と う 記 念 病 院
勝央町　☎38 -6688

26日

日本原病院
津山市☎36-3311

野々上医院
奈義町☎36-8282

ま さ き

か　り　ん

り 　 　 か

ひ な た

の ぞ み

●
日
時　

８
月
21
日
㈫

　
　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

●
場
所　

文
化
セ
ン
タ
ー

●
担
当
者

人
権
擁
護
委
員
・
行
政
相
談
委
員
・
民
生
児

童
委
員
・
教
育
相
談
員

●
相
談
内
容

相
続
、
登
記
、
金
銭
貸
借
、
借
地
、
借
家
、
隣

り
近
所
、
家
庭
内
、
体
罰
、
名
誉
侵
害
、
人
権
、

環
境
、
農
地
問
題
、
税
金
、
年
金
、
い
じ
め
、

非
行
、
教
育
な
ど
に
関
す
る
諸
問
題

相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。
ま
た

相
談
日
以
外
で
も
人
権
擁
護
委
員
、
行
政
相
談

委
員
は
自
宅
で
、
教
育
相
談
は
専
用
電
話
☎
36

︲
８
１
１
０
で
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

■
行
政・悩
み
ご
と・心
配
ご
と・教
育
相
談

４
月
１
日
現
在
で
、
18
歳
以
上
27
歳
未
満
の

方
。
航
空
学
生
は
、
高
卒
（
見
込
含
）
21
歳

未
満
の
方

●
試
験
日　
９
月
中
旬
か
ら
下
旬
（
種
目
毎
に

試
験
日
が
異
な
り
ま
す
）

●
問
い
合
わ
せ
先

　

自
衛
隊
岡
山
地
方
協
力
本
部　

津
山
出
張
所

☎
22
︲
５
６
３
７

●
受
験
資
格

消
防
職
Ａ　

昭
和
59
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
７

年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人
で
、
高
等

学
校
卒
業
程
度
以
上
の
学
力
を
有
す
る
人

消
防
職
Ｂ　

昭
和
59
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま

れ
た
人
で
、
救
急
救
命
士
の
国
家
試
験
に
合

格
し
、
厚
生
労
働
大
臣
の
免
許
を
受
け
て
い

る
人
。
又
は
、
平
成
25
年
３
月
に
実
施
さ
れ

る
救
急
救
命
士
国
家
試
験
の
受
験
資
格
を
得

る
こ
と
が
で
き
る
人

●
採
用
者
数　
消
防
職
Ａ
・
Ｂ
合
わ
せ
て
５
名

程
度

●
試
験
日　
９
月
16
日
㈰　

午
前
９
時
〜

●
受
付
期
間　
８
月
13
日
㈪
〜
８
月
24
日
㈮

　

午
後
５
時
15
分
ま
で

●
そ
の
他　
受
験
案
内
７
月
２
日
㈪
以
降
、
消

14

●
募
集
種
目

　

・
航
空
学
生

　

・
一
般
曹
候
補
生

　

・
自
衛
官
候
補
生

●
受
付
期
間　
８
月
１
日
〜
９
月
７
日

　

（
自
衛
官
候
補
生　

男
子
は
、
年
間
を
通
じ

て
行
っ
て
い
ま
す
）

●
応
募
資
格　
日
本
国
籍
を
有
し
、
平
成
25
年

■
自
衛
官
（
陸
・
海
・
空
）
募
集

　奈義町教育委員の任期満了に伴い、爲季正氏（関本）が退
任されました。爲季さんは２期８年、教育委員としてご尽力
をいただきました。
　また、新たに教育委員として野々上健次氏（西原）が任命
されました。任期は、平成24年６月26日から４年間です。
●問い合わせ先　役場 教育総務課　☎36-4195

教育委員異動のお知らせ

■
平
成
25
年
度
津
山
圏
域
消
防
組
合

　

職
員
採
用
資
格
試
験
受
験
案
内

14
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●９月号は８月10日㈮が締め切りです。
　また、町・広報委員会に対するご意見・ご提案を
　募集しています。

2012.８月号2012.８月号

火　　　災　　　出　　　動
奈 義 町 内 津山圏域内

救　　　急　　　出　　　動
奈 義 町 内 津山圏域内

６

月

累
　

計

0

件

1

件

６

月

累
　

計

1

件

35

件

建　物
林　野
その他

0件
0件
0件

建　物
林　野
その他

1件
0件
0件

建　物
林　野
その他

0件
0件
1件

建　物
林　野
その他

27件
2件
6件

６月
累計

件　　数 搬送人員
18件

113件
19人

105人

件　　数 搬送人員
548件

3,410件
497人

3,147人

津山圏域消防組合

※ 電話で必ずご確認ください。

平成24年６月30日現在

６月11日 ～ ７月10日受付
（敬称略）

６月21日 ～ ７月20日受付
（敬称略）

ご誕生おめでとうございます

ご結婚おめでとうございます

死亡おくやみ申し上げます

各課直通ダイヤル
ご用の課へ直接電話してください

休　日　当　番　医
△

高　円　・　山　本　眞三基　くん
　　　　　　　　　　　（孝志・美和）

小　坂　・　寺　坂　香　凛　ちゃん
　　　　　　　　　　　（和也・恵美）

滝　本　・　河　合　俐　果　ちゃん
　　　　　　　　　　　（昇・周子）

高　円　・　中　上　陽　　　ちゃん
　　　　　　　　　　　（裕章・弥生）

行　方　・　野　林　望　未　ちゃん
　　　　　　　　　　　（雅史・沙紀）

建設上下水道課
土木建設係
上下水道係

出 納 室

総 務 課

議会事務局

海洋センター

税務住民課

演習場対策室

健康福祉課

ビ カ リ ア
ミュージアム
那 岐 山 麓
山 の 駅

教育総務課

美 術 館
図 書 館

文化センター

観光案内所

ウォーキングプール

地域包括支援
セ ン タ ー 36-4119

産 業 振興課

（平成24年７月１日現在）

2,383世帯

6,231

人
人

男
女

人
（先月比較 －31） 

3,052
3,179

意見・提案
「サークル紹介」

募  集

宮　内　・　藤　原　宏　充（兵庫県）
　　　　　　　　　　真　美

高　円　・　爲　季　寿　男
　　　　　　　　　　幸　季（岡山市）

　柿　　・　定　森　久美子（19歳）
高　円　・　延　原　忠　一（86歳)
滝　本　・　高　村　幾　子（84歳）
豊　沢　・　森　藤　美惠子（75歳）
小　坂　・　小　坂　高　美（88歳）
上町川　・　赤　座　鉄　州（86歳）
滝　本　・　吉　元　淑　郎（77歳）

　香典返しとして
高　円・岡　本　　　壽（亡子・英生）
荒内西・井　戸　美　治（亡父・三郎）
広　岡・鈴　木　正　義（亡母・一枝子）
広　岡・願　念　一　雄（亡祖母・愛子）
　柿　・定　森　徹　治（亡子・久美子）
成　松・豊　岡　正　憲（亡父・綾雄）

　社会福祉のために
西　原・野々上　三喜夫

8

８月
５日

12日 太 平 台 医 院
勝央町　☎38 -5775

小 林 医 院
勝央町　☎38 -2008

19日

さ と う 記 念 病 院
勝央町　☎38 -6688

26日

日本原病院
津山市☎36-3311

野々上医院
奈義町☎36-8282

ま さ き

か　り　ん

り 　 　 か

ひ な た

の ぞ み

防
本
部
、
圏
域
管
内
の
署
所
に
用
意
し
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（h

ttp
://w

w
w

.

　

11
9

tsu
ya

m
a

.jp
/

）
で
も
受
験
案
内
等

を
入
手
す
る
こ
と
が
で
き
、
受
験
案
内
は
郵

便
で
も
請
求
で
き
ま
す
。
詳
し
く
は
左
記
ま

で
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　

津
山
圏
域
消
防
組
合 

総
務
課

　

☎
31
︲
１
２
５
９

　
「
岡
山
ラ
イ
フ
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
」
は
、

地
域
の
皆
さ
ん
の
生
活
支
援
を
目
的
と
し
て
、

㈳
岡
山
県
労
働
者
福
祉
協
議
会
が
中
心
と
な
っ

て
立
ち
上
げ
た
組
織
で
す
。

　

県
内
の
岡
山
・
倉
敷
・
津
山
に
地
域
セ
ン
タ

ー
を
置
き
、
地
域
の
皆
さ
ん
の
様
々
な
悩
み
ご

と
の
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。
お
気
軽
に
お
電

話
く
だ
さ
い
。
相
談
は
無
料
で
す
。

●
相
談
日　
月
〜
金
曜
日
の
平
日

　

午
前
10
時
〜
午
後
５
時

●
相
談
内
容　
労
働
、
福
祉
、
就
職
、
金
融
、

法
律
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど

●
連
絡
先　
津
山
圏
域
雇
用
労
働
セ
ン
タ
ー
内

　

☎
35
︲
２
４
３
３

　

放
送
大
学
で
は
平
成
24
年
度
第
２
学
期
（
10

月
入
学
）
の
学
生
を
募
集
中
で
す
。

　

放
送
大
学
は
テ
レ
ビ
等
の
放
送
を
利
用
し
て

授
業
を
行
う
通
信
制
の
大
学
で
す
。

　

心
理
学
・
福
祉
・
経
済
・
歴
史
・
文
学
・
自

然
科
学
な
ど
幅
広
い
分
野
を
学
べ
、
教
職
員
の

方
は
、
特
別
支
援
学
校
教
諭
免
許
状
、
専
修
免

許
状
等
が
取
得
で
き
ま
す
。
ま
た
、
公
立
学
校

共
済
組
合
員
と
そ
の
被
扶
養
者
の
方
は
、
別
途

出
願
手
続
に
よ
り
、
入
学
料
が
半
額
に
な
り
ま

す
。（
手
続
き
は
７
月
31
日
ま
で
）

　

出
願
期
限
は
８
月
31
日
㈮
ま
で
で
、
現
在
資

料
を
無
料
で
差
し
上
げ
て
い
ま
す
。

　

お
気
軽
に
放
送
大
学
岡
山
学
習
セ
ン
タ
ー
☎

０
８
６
（
２
５
４
）
９
２
４
０
ま
で
ご
請
求
く

だ
さ
い
。
ま
た
、
放
送
大
学
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

も
受
け
付
け
て
お
り
ま
す
。

　

http://w
w

w
.ouj.ac.jp

　

平
成
25
年
３
月
新
規
大
学
等
（
大
学
・
短

大
・
高
専
・
専
修
）
卒
業
予
定
者
を
対
象
と
し

た
就
職
面
接
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

●
日
時　
８
月
20
日
㈪

　

午
後
１
時
30
分
〜
４
時

●
場
所　
津
山
鶴
山
ホ
テ
ル

　

津
山
市
東
新
町
１
１
４
︲
４

●
参
加　
津
山
・
真
庭
・
美
作
地
域
事
業
所

（
約
40
社
予
定
）

●
参
加
料　
無
料

※
既
卒
３
年
以
内
の
方
も
対
象
と
し
て
い
ま
す
。

●
主
催　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
津
山
（
美
作
）・
津

山
地
区
雇
用
開
発
協
会

●
問
い
合
わ
せ
先

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
津
山　

求
人
企
画
部
門

　

☎
35
︲
２
６
７
５

15

→■
一
人
で
悩
ん
で
い
ま
せ
ん
か

　

ラ
イ
フ
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

■
放
送
大
学

　

10
月
生
募
集
の
お
知
ら
せ

■
学
生
の
み
な
さ
ん
へ

　

大
学
等
就
職
面
接
会
の
開
催
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＝
役
場　

  

＝
保
健
相
談
セ
ン
タ
ー
　

  

＝
図
書
館
　

  

＝
美
術
館
　
　
　
　
　

は
毎
週
月
曜
日
・
祝
日
は
休
館
日

＝
海
洋
セ
ン
タ
ー
　

  

＝
ビ
カ
リ
ア
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
　

  

＝
山
の
駅
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

は
毎
週
月
曜
日
・
祝
日
の
翌
日
は
休
館
日

＝
文
化
セ
ン
タ
ー
　

  

＝
観
光
案
内
所  　

＝
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
プ
ー
ル
　
　
　
　

は
毎
週
月
曜
日
は
休
館
日

平
成
24
年
８
月
号
　
　

第
669
号

※日程は変更する場合がありますので必ずお確かめください。

6 7 8 9 10 11

12

1 2 3 4

5

13 14 15 16 17 18

19 20 21 22 23 24 25

26 27 28 29 30 31 1
9 月

29 30 31

材料
・里芋（親芋）…………４つ
・牛肉薄切り……………４枚
（牛肉１枚=里芋15ｇ目安）

調味料
　・酒……………………30㏄
　・醤油…………………50㏄
　・みりん………………50㏄
　・砂糖…………………少々

★ 里芋牛肉巻き
(1）里芋はゆでてマッシュする。
(2）(1）を適当な大きさに丸めて、牛肉で

巻く。
(3）フライパンで色よく焼き、全体が焼け

たら調味料をからめて煮詰め、照りを
つける。(蒲焼風）

(4）味をみて砂糖を少々加える。

作
り
方

★料理研
究家

　馬場香
織先生お

ススメ！
食卓に一品  ！ 里芋料理

幼稚園開放日
 （10：00～11：30)
昔話語りの会、
銭太鼓、大正琴、
短歌、英会話、詩吟、
パソコン、押花教室

詩吟、英会話、
日本画教室

里山魚陶展
　　  （　 ～12日）
団塊世代と
その仲間たち教室
　　(　13：30～）
悠々クラブ、
大正琴、絵画教室

団塊世代と
その仲間たち教室
　　(　13：30～）
悠々クラブ、
大正琴、絵画教室

団塊世代と
その仲間たち教室
　　(　13：30～）
小学校登校日
悠々クラブ、
大正琴教室

教育相談日
おはなしのへや
      （　11：00～）
太極拳教室

教育相談日
俳句会、
扇舞教室

春陽会
　　(　10：00～）
膝痛予防改善教室
　　(　10：00～）
日舞、囲碁教室

教育相談日
中学校始業式
扇舞教室

幼稚園開放日
 （10：00～11：30)

奈義の朝市
  (山彩村 9：30～)
ソフトテニス大会
ふでペン、陶芸教室

銭太鼓教室

中学校登校日

教育相談日
町長旗争奪
ゲートボール大会
銭太鼓、扇舞教室

高齢者料理教室
　　  （　9：30～）
団塊世代と
その仲間たち教室
　　(　13：30～）
大正琴教室

教育相談日
屋外ステージ「こけら落とし」
かがり火公演
（奈義中央広場19：00～）
カヌー大会
手編み、太極拳教室

第31回奈義町
ふるさと夏まつり
（奈義中央広場 17：30～）

教育相談日
奈義町歴史講演会
       （　14：00～）
太極拳教室

教育相談日
なぎ昔話語りの会
なつの公演
　　 （　19：00～）
ホワイトプラム、
太極拳教室

行政・悩みごと・心
配ごと・教育相談日
       （　10：00～）
農業委員会
       （　14：00～）
詩吟、銭太鼓、大正琴、
日本画、英会話教室

教育相談日
扇舞教室

絵手紙、パソコン、
扇舞教室

子育てサロン
　　　  （保育園）
日舞、囲碁教室

春陽会
　　(　10：00～）
小学校始業式
日舞、囲碁教室

図書館整理日
団塊世代と
その仲間たち教室
　　(　13：30～）
大正琴教室

古川タク
ワークショップ
　　 （　13：00～）
奈義町人権教育講演会
       （　15：00～）
幼小中PTA奉仕作業
銭太鼓教室

日 月 火 水 木 金 土

今月の納税＝固定資産税(２期）
　　　　　　国民健康保険税(３期）
年金相談日＝日時：8月２日㈭ 
　　　　　　　　　午前10時～午後３時
　　　　　場所：美作市民センター

教育相談日
中島麦展
　　 （　 ～23日）

膝痛予防改善教室
　　(　10：00～）
日舞、囲碁教室

膝痛予防改善教室
　　(　10：00～）
日舞、囲碁、
陶芸教室

ホワイトプラム

2012 8 天
地
34
ミ
リ
、左
右
25
ミ
リ
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